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11月1日現在

男 3，032.人

女 3，009人

計 6，041人

世帯数 1，481戸

昭和町広報 昭和.(7年 12月1日

昭和 47年 12月発行 役場企画室編集

第11田町民体育祭
第 11回町民体育祭が去る 10月 10日(体育の日)押原小学校々庭におい

て開催されました。秋晴れの下で町民多数の参加のもとに盛大にくりひろげ

られ子供から老人まで各種競技K熱戦がくりひろげられ、楽しい一日でした。

成績は次のとおりです。

総合優勝 紙漉阿原(3 7点) リレー優勝 紙漉阿原

グ準優勝 押 越(3 2点) グ準優勝 西条二区

11 3 位 西条二区(3 0点) 11 3位 築地新居

敢闘賞 河東中島(2 7点 )

=愛の声かけてゆく道かえる道=



(2) 報広町和唱昭和.(7年 12月1日

昭
和
四
十
六
年
決
算
報
告

昭
和
四
十
六
年
度
の
決
算
が
九
月
議
し
て
一
五
一
七
千
円
昭
和
四
十
七
年
度
へ

会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
こ
繰
越
さ
れ
ま
し
た
〉

こ
に
公
表
し
て
町
民
の
皆
様
の
深
い
と
②
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

理
解
を
頂
き
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
議
入
決
算
額
五
一
一
、
五
ニ
七
千
円

致
し
ま
す
o

a

歳
出
決
算
額
四
八
、
四
八
七
千
円

①

一

般

会

計

差

引

残

額

四

、

O
四

gs円

歳
入
決
算
額
は
二
六
八
二
一
六
五
千
円
③
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

歳
出
決
算
額
は
二
六
二
、
五
七
九
千
円
歳
入
決
算
額
四
、
一
九
三
千
円

差

引

残

額

五

、

六

八

六

千

円

歳

出

決

算

額

三

、

九

七

二

千

円

(
内
四
一
六
九
千
円
校
舎
建
-
護
基
金
へ
移
管
差
引
残
額
ニ
一
二
千
円

な
お
決
算
の
内
容
は
別
表
の
ク
ラ
フ
で
示
す
通
句
で
す
。

6.7 6 9 ( 2. 6~ ) 

昭和46年度一般会計決算款別構成図
(歳出)

8，4 35(3.2~) 議会費公債費

昭和46年度一般会計決算款完1)構成図
(歳入}



(司 昭和町広報 昭和.(7年 12月1日

昭和町公示第 31号

地万自治法第243号の 3並びに昭和町条例第2条の定め

ると乙ろにより昭和 47年 4月1日より昭和47年 9月30 

日までの才入才出予算の執行状況並びに財産、負債、一時借

入金の現在高、その他財政に関する事項を公示する。

昭和47年 11月10日

昭和町長 石原忠則

1 才入才出予算の執行状況

(単位‘円)

会計別 予算額 歳入済額 歳出済額

一 般 JZb2Z 、 計 272.566.000 137.645.530 102.393.721 

国保事業特別会計 69.417.000 25.976.364 21.401.716 

農業共済特別会計 6.015.000 1.603.967 1.424.888 

才入才出外現金 10.491.634 10.491.634 8.726.304 

計 358:489.634 175.717.495 133.9~ ___ ~291 

2 住民の負担の状況

(1) 一般会計

町 税 負 担 金

個λ町民税 15.498.520 児童措置費 5.445.030 I 
固定資産税 14.259.730 衛生費 O 

軽自動車税 2.427.600 消防費 O 

土木費 O 

計 3体2.175.8%50) 
(全の82 計 (予算d5す.し44853.03Z30) 

(2) 国民健康保険特別会計

保険税 10.935.769 (総収入の42%) 

(3) 農業共済事業特別会計

項 目 共済掛金 賦課金

水稲共済掛金 O O 

春 蚕 // 23.604 1 1.2 4 0 

夏秋蚕 // O O 

晩秋蚕 1/ O O 

家 畜 1/ 54.4 3 2 6.750 

計 78.036 1 7.9 9 0 

3. 財産、負債及一時借入金現在高

(1) 財産

イ 土地及建物

土地 3 1.11 3d 

建物 8.275m2 

ロ 有価証券

ノ、、

一一

日本電々公社債

第一勧業銀行券

計

出資による権利

農業信用基金

国保診療報酬基金

甲府地区開発事業団出資金

小口資金融資預託金

計

基金

国民年金印紙購入基金

国保財政調整基金

校舎建設基金

公営住宅建設基金

土地開発基金

農業共済農作物関係積立金

// 蚕繭関係積立金

計

(2) 負債

40.000 

67.500 

107.500 

690.000 

369.000 

743.000 

700.000 

2.502.000 

620.000 

3.941.905 

10.031.000 

10.000.000 

55.807000 

346.693 

35.444 

80.782.042 

イ 地万債(未償還元金) 882430 

地万病溝渠改良事業債 17.8820430 

義務教育費施設整備事業費 46.590.355

減税補てん費 1.678.938 

町道舗装整備事業債 6.722.∞o 
計 72.873.723

ロ 債務負担行為額(農林漁業資金未

償還元金)

耕地整備事業費 13.818.379 

開拓地排水路事業費 2.650.598 

今川かんがい排水事業費 18.476.087 

間場整備事業費 83.100.000 

計 118.045.064

一時借入金

土地開発基金として山梨中央銀行田

富支盾より一時借入す 17.280.000 



(4) 

来
年
三
月
完
成
め
ざ
す

町

営

住

宅

l
 
l
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本
格
的
な
町
営
住
宅
の
建
設
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
。
本
町
に
お
け
る
、

町
営
住
宅
は
、
昭
和
三
十
四
年
の
災

害
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
災
害
公
営

住
宅
三
十
二
一
戸
が
唯
一
の
町
営
住
宅

と
し
て
あ
り
ま
し
た
が
、
す
で
に
十

数
年
を
経
過
し
、
入
居
者
よ
り
払
下

げ
譲
渡
の
希
望
も
あ
り
、
建
設
省
の

認
可
を
経
て
現
在
全
部
の
払
下
げ
手

続
き
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
住
宅
は
、
乙
の
払
下
げ
代

金
を
財
源
の
一
部
と
し
て
建
設
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

す
で
に
広
報
第
七
号
で
そ
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
今
回
本
年
度
建
設
計
画
の
十

八
一
向
に
つ
い
て
去
る
十
一
月
四
日
入

礼
を
行
な
い
同
月
六
日
よ
り
工
事
に

着
手
し
ま
し
た
。
工
事
は
日
興
建
設

盛
山
会
社
が
請
負
い
、
来
年
三
月
末

日
完
成
を
め
ざ
し
て
寒
申
工
事
が
進

日
一
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

月
一
建
設
場
所
は
、
国
鉄
身
延
線
常
永

2

一
駅
に
近
接
す
る
上
河
東
部
落
の
南
側

年
一
で
あ
り
昭
和
五
十
三
年
度
ま
で
七
ケ

7

一
年
計
画
で
、
町
営
住
宅
百
六
十
四
一
同

制
一
県
営
住
宅
四
十
八
一
円
、
公
社
分
譲
住

昭
一
宅
六
十
二
一
回
の
総
数
二
百
七
十
四
一戸

報広町和昭
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を
建
設
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
町
民
の
皆
さ
ん
は
町
営
住

宅
の
設
計
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

ょ
λ
J

。
本
年
度
の
建
設
は
、
第
一
種
住
宅

+
ニ
一
戸
で
二
棟
、
第
二
種
住
宅
六
一
円

で
一
棟
で
あ
り
ま
す
。

一
日
当
り
の

建
物
の
延
面
積
は
第
一
種
で
四
十
四

平
万
米
、
第
二
種
四
十
平
方
米
で
、

い
ず
れ
も
簡
易
耐
家
ゃ
フ
ロ
ッ
ク
造
り

二
階
建
構
造
で
す
。
建
物
本
体
は
、

別
図
の
と
お
り
で
す
が
、
附
帯
施
設

と
し
て
、
物
置
、
物
干
し
台
、
風
呂

桶
お
よ
び
各
一
同
区
切
り
の
理
守
を
設

置
す
る
と
と
も
に
便
所
も
浄
化
槽
と

し
て
い
る
。
ま
た
水
道
、
ガ
ス
の
配

管
も
さ
れ
た
近
代
的
住
宅
が
お
目
見

え
す
る
日
も
近
い
で
し
ょ
う
。

................................... . . 
昭和町選挙人名簿〈定時〉
登録者数

47.11.19.現在

投票区 項目 登録者数

第投 4 7 3 
芭司軍て 493 

一区 235 
1. 2 0 1 

第 3 2 5 

一 799 

投票区
3 7 5 
161 
1. 6 6 0 

第投 3 7 5 
235 

冨耳亘雪之 41 2 

三区 220 
2 4 2 

dロh 4，1 0 3 

昭和町選挙管理委員会

4
し
1
致
合
を
場
出
た
届
し

ず

)

動
必
。

移
に
い

を
内
さ

所
以
下

住
日
て



昭和 47年 12月1日

し
め
や
か
に
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

世
話
、
衣
類
の
洗
濯
、
補
修
、
住
居

の
整
理
整
頓
、
身
の
廻
り
の
世
貫

生
活
、
身
の
上
に
関
す
る
話
し
合
い

が
お
も
な
仕
事
で
す
。
ど
う
か
皆
様

の
と
理
解
と
と
協
力
で
乙
の
奉
仕
活

動
が
充
分
活
躍
で
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ー
の
益
金
を
一
万
四
千
五
百
十
円
と

生
徒
会
が
募
金
し
た
五
千
百
五
十
九

円
を
加
え
た
も
の
で
す
。
皆
さ
ま
の

善
意
は
き
っ
と
社
会
の
福
祉
に
花
開

く
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
い
商
工
会

青
年
部
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
を
お

と
守
す
れ
、
五
千
円
を
寄
付
し
た
。

同
青
年
部
で
は
十
月
十
日
花
町
民

運
動
会
が
行
な
わ
れ
た
と
き
の
売
り

上
げ
金
の
一
部
を
客
待
し
た
も
の
・で

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
年
末
に
行

な
わ
れ
る
歳
末
助
け
合
い
援
護
物
資

の
配
分
の
一
部
民
役
立
た
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

町
民
の
皆
様
へ

発
展
を
と
げ
ま
し
た
。
こ

の
繁
栄
を
見
す
に
散
つ
だ

乙
れ
ら
多
く
の
尊
い
犠
牲

の
上
に
成
り
立
っ
た
も
の

で
あ
る
乙
と
を
我
々
は
改

め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
‘

と
思
い
ま
す
。

式
典
で
は
、

ま
ず
一
分
閣
の
黙
一
腐
を

行
い
町
長
の
祭
文
を
ば
じ
9

め
、
県
知
事
代
理
、
県
遺

族
会
長
、
町
議
会
議
長
の

慰
霊
の
言
葉
の
あ
と
、
町

内
僧
侶
九
名
に
よ
る
読
経

音
楽
部
の
コ
ー
ラ
ス
、
詩

吟
部
の
吟
詠
な
ど
が
次
々

に
捧
げ
ら
れ
、
最
後
に
遺

族
代
表
が
一
本
づ
っ
菊
の

花
を
祭
壇
に
そ
な
え
、
戦
没
者
の
冥

福
を
祈
り
、
二
十
七
年
前
の
記
憶
も

暫
九
に
出
席
者
全
員
が
平
和
へ
の
誓

い
を
し
ま
し
た
。

十
月
一
日
よ
り
実
施
し
て
い
る
共

同
募
金
運
動
は
、
奉
仕
者
万
々
の
と

協
力
と
室
内
何
者
方
々
の
と
理
解
あ
る

と
協
力
に
よ
。
て
、
か
つ
て
な
い
好

成
績
を
あ
げ
る
乙
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
を
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
乙
の
尊
い
人
び
と
の
善
意
が
社

会
福
祉
の
分
野
に
わ
た
っ
て
有
効
に

使
用
さ
れ
、
福
祉
の
向
上
に
大
き
く

寄
与
さ
れ
て
い
る
乙
と
を
、
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
度
共
同
募
金
目
標

額
お
よ
び
実
績
内
訳
募
金
目
標
総
額

二
十
万
二
宅
円
陀
対
し
て
、
昭
和
町

の
場
ム
口
、

一円
別
菱
手
七
万
三
千
五

百
四
十
円
、
大
口
菱
茜
万
七
千
五

百
円
、
歳
未
た
す
け
あ
い
募
金
一
万

円
、
特
殊
菱
忠
一
万
九
千
六
百
六
十

九
円
で
豪
主
総
額
は
二
十
五
万
七
百

九
円
で
す
。

県
大
会
へ
の
出
場
権
を

当
町
三
保
育
所
保
護
者
会
翠
書
球

技
大
会
(
第
一
回
)
は
十
月
二
十
二

日
、
午
前
六
時
か
ら
押
原
小
学
校
径

庭
に
お
い
て
行
往
わ
れ
、
男
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
は
押
原
保
育
所
保
護
官
会

チ
l
ム
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
常

永
保
育
所
保
護
者
会
チ
l
ム
が
優
勝

し
、
十
月
二
十
九
日
、
竜
王
町
釜
無

川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
郡
大
会
が
行
な

わ
れ
、
熱
戦
の
す
え
第
三
位
、
男
子

は
み
と
と
優
勝
し
、
県
大
会
へ
の
代

表
と
な
る
。

報広

老
人
家
庭
奉
仕

員

の

設

置

町和

最
近
、
経
済
の
発
展
は
目
ざ
ま
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
反
面

社
会
福
祉
の
谷
間
に
あ
る
と
言
わ
れ

る
在
宅
ね
た
き
り
老
人
の
保
護
を
要

す
る
者
に
は
、
日
常
生
活
は
勿
論
の

こ
と
、
家
族
の
精
神
的
負
担
や
経
済

的
負
担
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
町
で
も
こ
の
よ
う
な
ね
た

き
り
老
人
の
援
護
に
力
を
入
れ
る
た

め
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
と
し
て
、
阿

原
の
小
宮
山
容
子
さ
ん
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
家
庭
奉
仕
員
の
仕
事
は
、
食
事
の

昭

本
町
の
戦
段
者
を
追
悼
す
る
慰
霊

祭
が
九
月
二
十
六
日
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
押
原
小
学
校
屋
内
体
育
館
に

遺
族
、
僧
侶
、
来
賓
な
ど
三

O
O名

の
参
列
の
も
と
-
昭
和
町
戦
没
者
合

同
慰
霊
祭
が
お
C
そ
か
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
町
の
戦
没
者
は
遠
く
は
日

清
、
日
露
戦
争
か
ら
近
く
は
太
平
洋

戦
争
ま
で
一
六
五
柱
の
多
く
に
の
ぼ

っ
て
い
ま
す
。
戦
後
の
我
が
国
は
目

ざ
ま
し
い
復
興
を
示
し
、

G
N
P世

界
第
二
位
と
ま
で
い
わ
れ
る
ほ
ど
の

学
園
祭
バ
ザ

i

益

金

を

寄

付

哩
原
中
学
校
は
十
月
十
二
日
に
県

共
同
募
金
会
に
一
万
九
千
六
百
六
十

九
円
を
宏
待
し
ま
し
た
。
乙
れ
は
十

日
に
学
園
祭
を
開
い
た
と
き
の
パ
ザ

(5) 



宮崎さん

図書を寄贈

(6) 報

こ
ん
ど
、
新
田
の
区
長
、
宮
崎
正

一
様
が
今
よ
り
約
四
百
年
前
、
伊
勢

の
豊
宮
崎
に
創
置
さ
れ
た
宮
崎
文
庫

に
あ
や
か
つ
て
、
去
る
十
一
月
三
日

文
化
の
よ
き
日
花
、
申
央
公
民
館
図

書
室
へ
宮
崎
文
庫
と
し
て
、
沢
山
の

図
書
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

哲
学
、
歴
史
、
社
会
科
学
、
自
然

科
学
、
工
学
工
業
、
産
業
、
芸
使

語
学
、
文
学
等
多
方
面
に
わ
た
っ
て

の
蔵
書
で
す
。

C
覧
に
な
れ
ば
き
っ

と
読
み
た
い
本
も
沢
山
あ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
公
民
館
で
は
貸
し
出
し

も
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の

夜
長
を
読
書
に
利
用
し
て
下
さ
い
。

読
み
、
そ
し
て
深
く
思
索
す
る
と

こ
ろ
に
自
己
開
発
が
あ
り
、
豊
か
な

人
生
が
約
束
さ
れ
る
乙
と
と
思
い
ま

す
。
大
い
に
本
を
読
ん
で
下
さ
い
。

ま
た
、
同
好
の
方
々
に
よ
る
読
書

ク
ラ
ブ
、
あ
る
い
は
親
子
読
書
ク
ラ

ブ
等
の
誕
生
も
望
ん
で
お
り
ま
す
。

広町和紹昭和.(7年 12月1日

昭
和
町
中
央
公
民
館

昭
和
町
教
曹
委
員
会

の

電
話
番
号
の
お
知
ら
せ

先
き
に
開
通
に
な
り
ま
し
た
電
話

番
号
は
、
昭
和
局

(
O
五
五
二
七
五
)

三
七
三
七
番
で
す
。
お
手
許
の
電
話

番
号
簿
K
C
記
入
の
上
、

C
利
用
下

え』い。

「
ヤ
丸
力
坊
オ
了

J
P恥
1
A
b

邑

h
グ

」
へ
ノ
お
防
臨
幸
ん
ア
量
点
事
弓
ゴ
」

ιま

八
ツ
高
原
の
紅
葉
と
蒼
空
と
太
陽

の
下
で
.
詩
を
吟
じ
、
コ
ー
ラ
ス
で

小
蕗
の
草
を
分
け
、
カ
ン
バ
ス
に
風

光
の
鮮
烈
な
印
象
を
、
民
謡
踊
り
を

台
地
の
芝
生
で
、
そ
れ
等
の
風
光
や

行
楽
を
カ
メ
ラ
の
眼
で
、
立
ど
と
い

う
期
待
こ
そ
雨
に
消
さ
れ
て
し
ま
っ

た
も
の
の
パ
ス
一
台
の
一
行
は
(
写
‘

真
部
は
自
家
用
車
)
八
時
半
、
昭
和

町
の
文
化
人
集
団
を
乗
せ
て
出
発
し

た
。
車
中
マ
イ
ク
に
よ
る
唄
や
交
歓

の
中
で
、
清
里
清
泉
寮
附
近
と
い
う

粁
起
を
変
更
、
屋
根
の
あ
る
八
ツ
岳

レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
と
乗
り
入
れ

る
他
は
な
か
っ
た
。
十
時
過
ぎ
同
別

館
の
一
室
に
入
っ
た
一
同
は
所
属
専

阿
部
と
自
己
紹
介
後
、
公
民
館
の
教

室
か
ら
移
動
し
た
の
み
の
教
室
が
開

始
さ
れ
た
。
従
来
、
文
化
協
会
の
諸

行
事
は
室
内
だ
け
で
行
わ
れ
る
の
で

一
年
一
回
だ
け
野
外
へ
出
よ
う
と
い

P

つ
今
日
の
目
的
は
完
全
に
雨
に
シ
ャ

ッ
ト
ア
ウ
ト
さ
れ
は
し
た
も
の
の
室

内
は
民
謡
に
、
詩
吟
に
、
コ
ー
ラ
ス

に
湧
き
交
観
が
行
わ
れ
絵
画
部
の
一

行
は
一
室
に
陣
取
り
終
日
彩
管
を
ふ

る
い
、
雨
の
中
の
逆
に
渋
い
山
中
の

霧
の
ぼ
か
し
絵
を
探
ね
て
カ
メ
ラ
班

は
出
掛
け
て
い
っ
た
。

喜
T

部
の
従
来
の
吟
行
会
の
メ
ン
バ

ー
は
窓
外
を
な
が
め
パ
ス
の
窓
か
ら

尋
問
鯨
を
練
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
三
時

国
柄
出
発
、
マ
イ
ク
に
よ
る
交
観
の

中
を
四
時
半
、
町
民
着
く
。

「
ご
く
ろ
う
さ
ん
」
別
れ
の
挨
拶
の

中
に
来
年
の
晴
天
と
野
外
教
室
の
成

功
そ
期
待
す
る
会
員
の
輝
ゃ
く
瞳
を

見
た
の
は
筆
者
の
み
だ
ろ
う
か
。

文
化
協
会
長
柳
沢
八
十
一


